
うな場合 L付属編成1 (主と して本編成と異なる運用によって，

常時本編成に付属して運用する旅客車)を基本編成に組み合わ

せて運用する。これを・般的に付属運用 と称している。

付属編成は次の条件を考慮、して定められる。

川 列車の特定区間のみに必要とする率積

(2) 旅客の流動力:激増，激減するような区間

(3) 寝台 ・ 食堂車等を必要または必要としない区間

(4) 手小荷物輸送用荷物車の連結列車および区間

(成7吉博次)

りよかくてんしゃ 旅客旬車 (新幹線の) 新幹線の第 l

次量産車 180 丙は，世界銀行から借入れの関係で昭和 37 年に

国際入札を行なったが，外国からの応札がなく日本国内で結成

した連合体(車両 ・ 電機メーカ一計 1 2 社で構成)が議札した。

日本連合体は試作旅客電車の試験，調査の結果をもとにして設

計，製作を進めた。昭和 39 ・ 4 から大阪地区に，同年 5 から東京

地区に電車の搬入を開始し，練習迷転をl1i:ねた後，昭和 39 ・ 10 ・ l

から第 2 次量産車 180 両を加えて営業に入っ た。

試作車と相違する点は大要，次のとおり であ る。

新幹線旅客電車の外観

l 構造・部品の統一化

試作車は試験的に車体鍋体・前頭構造・窓構造等各極の精進

のもの，およ びパ ンタグラフ ・台車， タップ切換総 ・ 本 シ リコ

ン整流~等数種類の部品を採用して，それぞれの性能，保守上

の比較を行なった。量産車は，これらの中から生産性と経済性

を考慮して最も性能のよいと思われるものにさらに改良を加え

て l 極類に統 一 した。

2 軽量化

試作事は空車で約 58t であったが，量産車は空車で約 54t に

するため軽合金の活用，高分子材料の車両部品への導入等を進

めて軽量化をはかった。

3 車両精進の気密化

試作車が高速度で ト γ ネノレに入るとき， ト γ 不ノレ内の気圧が

急激に変化することは，あらかじめわかつてはし、たが，実際人

間の耳に与える感じは予想以上に強かった。量産車からは車体

を気密構造にし，常時は新鮮外気を吸し、込み， トン不ノレ通過時

には吸排口を閉じる装置を取り付けた。

4 前頭部の強化

新幹線は踏切がなく， *立入り防護さくも厳重に設けられて

いるので，試作車の当時は前頭部の強化は必要ないと恩われて

いた。しかし万一の場合，線路上の障害物を傑知することが必

要であるが，これは技術的にも経済的にも現在では困難なので

車体の前頭下部を極力強化することになった。

5 通信E寄港陣曹の軽減

りょ己うかん

整流器式交流電気車では電車線に流れる負荷電流に高調波成

分を含むため，電車線と並行する通信線に雑音電圧を誘導する。

試作車で 2 種類の方式を比較した結果，主電動機回路の脈流率

を 50% 程度にすると，誘導の軽減に顕著な効果があることが

わかったので，量産車は 50%脈流率の主電動機を開発し実用化

した。

6 防じん (直) 対策，飛石対策

試作車が高速走行中レール付近の砕石の浮上りによってしば

しば床下機器が煩傷を受けた。また，床下織器は走行中のじん

あし 、 (塵挨)の巻上げのため，汚損がはなはだしいことがわかっ

た。量産車からは飛石対策として床下軽量器の箱は板厚の厚いア

ノレ ミ板を用い，飛石によ っ て領傷を受けては困る部分には保護

カパーを取り付けた。また防じん対策としては床下機器はすべ

て密閉構造とし， ト γ 不ノレ通過時の気圧変化に対しては通気用

j窓を設けて圧力パラ γスをとるようにした。通気用窓には防じ

んのためフィルタを取り付けてある。

7 補助回転機の単相誘導電動機化

試作車では送風用電動機には単相誘導電動軽量を用い，起動ト

ノレクを必要とする空気圧縮機および空調用圧縮機の電動僚には

3 相誘導電動機を用いた。そのために 3 相交流の電源として

1∞KVAの電動発電織をとう載していた。量産車からは重量軽

減と，圧縮織用電動畿の単相化の筏術的可能性を得たことなど

の理由から，これら補助回転機はすべて単相誘導電動織とした。

これによ っ て電動発電機は 20KVA となり，その負荷は室内け

い光燈と蓄電池充電用整流装置だけとなった。

8 ~電車性能および機器

連続定絡出力( 2 両 l ユユット )I ， 480KW

12 両編成 8, 880KW 

最高速度 210km/h 

主変圧器容量 1, 650/1 , 500/150 KV A 

*γ リコン整流器連続定格 1, 627KW 

素子構成 10S-4P-4A 

主電動般連続定絡 185KW 415V 490A 2, 200rpm 

脈流率 50% 

界磁分流動j合 10% 

発電プレーキ制御 17 ステップ

現在旅客電車は 12両編成で運転しているが，将来の 16両編成

までを考慮して作られている。また昭和 40 ・ 10 のダイヤ改正で

フリークェントサービスのため 120 両の増備が進め られている。

(石沢応彦 ・ 佐藤恒徳)

りょこうかんけいしせつ旅行関係施設 観光客が観光

旅行を行なうについて利用する施設は，空港 ・ 道路・鉄道など

の交通に関する脇設をはじめ，宿泊・食事・休憩・展望・買物

などの際に利用する施設など，きわめて広範囲にわたっている。

本観光基本i去では， これらのうち，空港・道路 ・ 鉄道などの

交通に関する施設については， 一括して*観光基盤施設と呼称

し，観光の基盤となる施設としている。旅行関係施設というの

は，上述のようなものであり，宿泊施設 ・ 食事施設 ・ 休憩施設・

案内施設 ・ みやげ品販売施設・両替施設・展望施設といったも

のがその具体例となる。宿泊施設としては，ホテル ・ 旅館・$

ユースホステノレ・国民宿舎 ・山小屋 ・ヒュ ッテ ・ パンガローな

どがあげられ，食事施設には，食堂 ・レストラン・きっき店な

ど，休憩施設には，休憩所・*有料休憩所など，案内緒設には，

総合観光案内所 ・ 観光案内所・事案内地図板・案内標識・各種

標示板などがあげられる。 (林幸二郎)
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